
防
災
対
策
関
係

    

住
民
の
防
災
力
の
向
上
を

　
２
月
２
日
に
「
四
国
防
災
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
災
害
対
策
本

部
の
模
擬
演
習
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
8.4
の
巨
大
地
震
を
想
定
し
、
「
高
知

中
央
災
害
対
策
本
部
」
を
設
け
て
訓
練

を
実
施
。
避
難
指
示
の
伝
達
や
自
衛
隊

へ
の
派
遣
要
請
、
関
係
機
関
と
の
役
割

分
担
の
調
整
等
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

に
よ
り
危
機
管
理
能
力
を
磨
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 

地
震
な
ど
の
大
災
害
へ
の
対
策
と
し

て
は
、
行
政
は
も
と
よ
り
住
民
の
防
災

力
の
向
上
が
重
要
で
、
現
在
、
自
主
防

災
組
織
の
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
平
成
16
年
度
に
結
成
さ
れ
た
20
の

組
織
を
加
え
、
現
在
ま
で
に
72
組
織
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
平
成
17

年
度
も
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ほ
場
整
備
事
業

　
採
択
を
受
け
事
業
に
着
手

　
十
市
・
東
沢
の
ほ
場
整
備
に
つ
い
て

は
、
事
業
採
択
を
受
け
、
平
成
17
年
度

か
ら
事
業
着
手
し
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
の
事
業
費
は
約
13
億
円
で
、

整
備
面
積
は
62.8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
国
市
東
沢
土
地
改
良
区
と
連
携
し
、

関
係
農
家
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

平
成
22
年
度
完
成
に
向
け
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

道
路
改
良
事
業

　
新
制
度
の
適
用
を
受
け

　
　
　
　
　
　
道
路
整
備
を
推
進

　
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
パ
ッ
ケ
ー
ジ

事
業
と
い
う
、
新
規
交
付
金
事
業
が
採

択
基
準
の
緩
和
と
と
も
に
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
17
年
度
に
は
、
こ
の
新
制

度
の
適
用
を
受
け
、
市
道
南
国
102
号
線
、

103
号
線
、
107
号
線
の
改
良
工
事
を
計
画

一
般
国
道
55
号
・
高
知
南
国
道
路

に
係
る
周
辺
整
備
事
業

　
円
滑
な
事
業
の
推
進
を
図
る

　
衣
笠
と
住
吉
野
で
共
同
墓
地
の
造
成

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
道
、
水
路
、

市
道
の
改
良
、
公
民
館
建
設
な
ど
の
事

業
を
芦
ヶ
谷
、
衣
笠
、
丸
山
、
伊
達
野
、

住
吉
野
、
西
野
々
、
竹
中
、
関
、
田
井

の
各
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

平成平成1717年度施政方針年度施政方針平成平成1717年度施政方針年度施政方針平成平成1717年度施政方針年度施政方針

　浜田純市長は各議案の提案理由に先立ち、
施政方針で「第34回日本農業賞の特別部門の
『食の架け橋賞』で、本市教育委員会が優秀
賞を受賞することになりました。この賞は、
食を通じて都市と農村の架け橋となる働きを
している個人や組織を表彰し、日本の農業の
あり方を提言していこうとするもので、本年

財
政
状
況 

    

健
全
な
財
政
体
質
の
確
立
へ

　
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
総
額
175

億
円
で
、
対
前
年
度
比
1.0
％
増
の
予
算

で
す
が
、
前
年
度
は
財
源
不
足
に
よ
り

一
部
積
み
残
し
た
予
算
で
し
た
の
で
、

実
質
は
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

歳
入
は
、
市
税
で
は
景
気
の
低
迷
に

よ
る
個
人
・
法
人
市
民
税
が
落
ち
込
む

も
の
の
、
固
定
資
産
税
の
増
額
に
よ
り
、

税
収
全
体
と
し
て
は
対
前
年
度
比
3.6
％

の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対

策
債
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
計
画
を

基
に
算
出
し
た
結
果
、
な
お
大
幅
な
一

般
財
源
の
不
足
が
生
じ
ま
し
た
の
で
、

基
金
か
ら
の
繰
入
と
地
域
再
生
事
業
債

の
活
用
で
補
っ
て
い
ま
す
。

 

歳
出
で
は
、
公
債
費
や
扶
助
費
な
ど

義
務
的
経
費
の
増
加
、
ま
た
老
人
保
健

特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど

へ
の
繰
出
金
が
増
大
す
る
な
ど
、
厳
し

い
財
政
環
境
で
す
が
、
将
来
に
向
け
た

基
盤
整
備
事
業
、
産
業
振
興
対
策
、
教

育
・
福
祉
対
策
、
防
災
対
策
な
ど
は
重

点
施
策
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
行
政
改
革
実
施
方
針
、
財

政
健
全
化
計
画
の
方
針
に
基
づ
き
、
徹

底
し
た
経
費
節
減
に
努
め
、
歳
入
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
健
全
な
る
財
政
体

質
の
確
立
に
向
け
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

度から創設されたものです。今回の名誉ある
受賞は、本市の学校給食や食育の推進が評価
されたものであり、大変うれしく思っていま
す。今後とも『南国市の食育』の取り組みを
一層推進するとともに、新たな方策も模索し
ていきたいと考えています」と平成17年度に
向けた市政運営に対する所信を述べました。
　　　　　　　　　　（内容はあらましです）

し
て
い
ま
す
。
市
道
包
末
山
田
線
改
良

工
事
な
ど
の
市
単
独
道
路
改
良
工
事
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
整
備
し
て
い
き

ま
す
。
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企
業
誘
致
関
係 

　
産
業
拠
点
の
実
現
を
目
指
す

　
南
国
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
は
19
の

分
譲
区
画
の
う
ち
現
在
10
区
画
、

面
積
比
率
で
63
％
が
分
譲
を
完
了

し
、
５
社
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
用
地
を
取
得
し
て

い
ま
し
た
薬
品
卸
業
の
�
ア
ス
テ

ィ
ス
が
、
新
社
屋
建
設
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
四
国
銀
行
に
次
ぐ
大

区
画
へ
の
建
設
で
あ
り
、
就
業
者

が
百
数
十
人
程
度
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
完
成
し
ま
す
と
企
業
立
地
が

大
き
く
進
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 

な
ん
ご
く
流
通
団
地
で
は
、
新

た
に
１
社
の
進
出
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
決
定
し
ま
す
と
、
14
社
の

立
地
と
な
り
、
面
積
比
率
で
約
51

％
の
分
譲
率
と
な
る
見
込
み
で
す
。

 

高
知
み
な
み
流
通
団
地
で
は
、

新
た
に
12
月
に
環
境
調
査
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
�
東
洋
技
研
が
社

屋
建
設
に
着
手
し
、
本
年
夏
ご
ろ

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
４
社
が
立
地
し
、
全
17

区
画
中
10
区
画
、
面
積
比
率
で
約

52
％
の
賃
貸
契
約
が
完
了
し
ま
し

た
。
な
お
、
平
成
16
年
度
中
に
も

う
１
社
の
進
出
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
本
年
秋
ご
ろ
に
は
就
業
者
数

が
140
人
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

学
校
教
育

　
期
待
と
信
頼
に
応
え
る

　
　
　
　
　
学
校
づ
く
り
の
推
進

　
「
か
が
や
く
明
日
へ
の
人
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
教
育
県

都
南
国
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
学

校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指

し
た
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
や
外

部
評
価
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

な
ど
学
校
の
特
色
を
生
か
し
な
が

ら
教
育
活
動
を
進
め
、
ま
た
、
平

成
17
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
職

業
能
力
育
成
型
」
の
新
し
い
人
事

評
価
制
度
を
通
し
て
学
校
組
織
の

活
性
化
を
図
る
な
ど
保
護
者
や
地

域
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
民
営
化

　
引
き
続
き
民
営
化
へ
取
り
組
む

　
大
篠
、
十
市
に
続
き
、
平
成
17

年
４
月
か
ら
後
免
野
田
保
育
園
が

加
わ
り
開
園
し
ま
す
。
ま
た
、
稲

生
保
育
所
は
、
平
成
17
年
度
１
年

間
は
引
継
ぎ
を
兼
ね
た
職
員
配
属

で
従
来
ど
お
り
の
運
営
を
行
い
、

平
成
18
年
４
月
に
民
間
移
管
を
行

う
予
定
で
す
。

 

こ
れ
ら
以
外
の
公
立
保
育
所
９

園
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
施
設
の

現
状
を
検
討
し
、
引
き
続
き
民
間

移
管
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す

福
祉
関
係

　
成
年
後
見
制
度
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
新
制
度
を
策
定

　
近
親
者
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高

齢
者
、
知
的
・
精
神
障
害
者
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
成
年
後

見
制
度
に
係
る
新
た
な
制
度
を
設

け
ま
す
。
成
年
後
見
の
開
始
を
申

し
立
て
た
り
、
審
判
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
不
安
な
く
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
申
立
人

が
い
な
い
場
合
に
、
市
長
が
申
立

人
と
な
る
「
南
国
市
成
年
後
見
制

度
に
係
る
市
長
審
判
請
求
手
続
等

に
関
す
る
要
綱
」
と
、
市
長
に
よ

る
審
判
請
求
を
行
っ
た
方
の
中
で
、

審
判
に
要
し
た
費
用
の
負
担
が
困

難
な
方
に
対
し
、
そ
の
費
用
を
助

成
す
る
「
南
国
市
成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業
助
成
交
付
要
綱
」

の
２
つ
の
要
綱
を
策
定
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

  

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

　
平
成
17
年
度
は
、
第
２
期
介
護

保
険
事
業
計
画
を
見
直
し
、
平
成

18
年
度
か
ら
３
年
間
の
第
３
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
新
予
防
給
付
の
導

入
な
ど
の
大
幅
な
制
度
改
革
に
対

応
で
き
、
か
つ
、
お
年
寄
り
が
適

正
で
公
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安

心
し
て
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
計

画
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
教
育

　
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組
み
を

　
平
成
17
年
度
も
文
部
科
学
省
の

「
学
校
を
中
心
と
し
た
食
育
推
進

事
業
」
等
の
継
続
指
定
を
受
け
、

食
に
関
す
る
指
導
の
実
践
研
究
や

地
域
に
密
着
し
た
取
組
を
進
め
、

積
極
的
な
情
報
の
発
信
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

消
防
関
係

　
多
様
な
期
待
に
即
応
で
き
る

　
　
　
　
消
防
体
制
の
充
実
強
化

　
傷
病
者
が
医
療
機
関
に
搬
送
さ

れ
る
ま
で
の
処
置（
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ

ル
ケ
ア
＝
病
院
収
容
前
救
護
）
を

理
解
し
、
今
後
、
医
師
と
し
て
医

療
現
場
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に 

、
高
知
大
学
医
学
部
学

生
を
救
急
車
１
日
同
乗
研
修
生
と

し
て
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
３
千
800
人
の
市
民

が
資
格
を
取
得
し
て
い
る
普
通
救

命
講
習
を
引
き
続
き
実
施
。
救
命

率
の
向
上
を
図
る
た
め
救
急
救
命

士
の
養
成
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

消
防
職
員
の
手
話
通
訳
の
修
得
な

ど
、
緊
急
時
に
お
け
る
市
民
の
多

様
な
期
待
に
即
応
で
き
る
消
防
体

制
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

平成17年度施政方針平成17年度施政方針平成17年度施政方針
平成17年度施政方針
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